
第 269回月例情報市場 

2026.6.17ふれあい福祉センター4階和室 

司会：理事 木賣氏 

ハーティーデコ ささえあい応援金事業報告 

•  ワクワク自然体験海キャンプ in柏崎 

•  2019年から長野市で子どもから高齢者までの「みんなの居場所づくり」「被災者支

援」を続ける団体。 

•  ひとり親家庭や経済的事情などで自然体験が少ない、通信制の学校では宿泊行

事がない場合がある。 

子どもたちの「海に行きたい」「中学最後の思い出を作りたい」という声から企画。 

•  高校生主体で企画書作成、募金、公開審査会でプレゼンに挑戦した。 

（実施概要） 

•  実施名：ワクワク自然体験 海キャンプ in 柏崎。 

•  人数：子ども等約 25名、全体約 30名（スタッフ約 5名）。 

•  移動・宿泊：キャンピングカー1台（レンタル）と他車に分乗、宿泊はキャンピングカ

ー＋テント。 

•  準備：高校生が一人 300円のお菓子パックを事前準備。テント・机の設営は子ど

もたちで協力。 

（活動内容） 

•  料理：焼き鳥、カレー、海鮮料理等を自炊。 

•  自然体験：カニ・魚・貝の観察、海遊び、ビーチバレー。 

•  交流：新潟県長岡市の子どもたちと交流（キャンピングカー体験含む）。 

•  天候対応：途中雨あり。夜はキャンピングカー・テントで過ごし、ランプの灯りの下

で語らいと食事。 

（成果・反響） 

•  子どもたちの声：「また行きたい」「みんなで泊まれて嬉しかった」「海の生き物が見

られて楽しかった」。 

•  表現の機会：「こどもみらい新聞」や感想文の発信。 

•  主体性の育成：高校生が運営面を担い、達成体験を獲得。 

（課題） 

•  継続資金の確保、ボランティア人手不足。 



•  装備面：タープ等の備品不足（7/5の学校夏祭り参加予定に向けて借用ニーズ）。 

日常活動・運営状況（ハーティーデコ） 

•  居場所づくり 

•  子どもから高齢者（80代等）まで多世代が集い、ボランティアによる調理・食事・山

菜調理等で交流。 

•  世代間交流を通じた「サードプレイス」機能を提供。 

（拠点） 

•  避難所近くの拠点を賃借（家賃約 8万円/月）。以前は公共施設を転々としたが高

齢参加者の混乱回避のため固定化。 

•  駐車場や駅近などの立地条件に制約あり。 

（資金） 

•  年間 100万円を超える規模の固定費（家賃・光熱費・消耗品など）の負担。 

•  財源：助成金（社協の緊急子ども支援等の小規模枠中心）、街頭募金、参加費

（大人 300円・減免あり）、サブスク等。 

•  不足分はボランティアの持ち出しが発生。長野市系の助成は未申請。 

資金調達が課題。 

（人的課題） 

•  事務作業や企画推進を担う人材の不足（被災高齢者・ひとり親世帯メンバーが多

い構成）。 

連携・支援提案 

•  山岳会（高沢氏）より：タープ・テント等の貸与や設営支援、クラフト/流しそうめん

等ワークショップ連携の提案。 

•  今後の山キャンプ企画や地域イベントでの協働可能性（戸隠は昨年クマ出没で中

止の経緯）。 

•  小布施「笑顔プロジェクト」（林栄樹氏）がキャンピングカーレンタル会社と提携、も

しかしたら費用低減は可能かも。 

•  古里地区の住民自治協・区長等への相談、地域イベントでの募金・収益の一部還

元スキーム検討。 

•  太田あきお氏（地域イベント企画・災害支援で実績）との再接続・コラボ検討して

は。（10/10毎年イベント三才プロジェクト？しているので、募金や収益の一部を寄付

してもらうなど） 



今後のイベント・講座等 

１． からばん 6月号配布、7月号は 6/30発行予定。 

 

２．サマーチャレンジボランティア 2026 

•  対象：中学生以上（大人も可、毎年約 5名参加・70代実績あり）。 

•  受入先：障害/高齢者施設、児童センター、子どもプラザ、登録ボランティア団体、

博物館、病院（新規 1件）等。 

•  申込期間：6/20〜7/5。詳細は QR参照。遠方困難な方はボランティアセンター企

画も参加可。 

•  効果：中高生にとって「頼れる大人」との出会いの場＝サードプレイスの提供。 

東北中の中学生は被災を経験し、ボランティアに関心あり 

 

３．ボランティア講座 

•  開催：7/18 10:00、ふれあい福祉センター4F会議室。 

•  講師：龍谷大学 筒井典子先生。テーマ：ボランティア/市民活動の価値・役割の

基礎に立ち返る。 

•  事前研修会で講話予定（受入事業所向け）。 

 

４．自殺予防研修会 

•  自殺予防研修（自殺対策ライフリンク） 

•  日時：6/27、会場：JAビル、定員 30名、無料。 

•  申込：チラシ裏面のメール/フォーム。 

 

５．ボランティア講座 

•  込山会長の小海町社協ボランティア講座登壇。 

 

６．山岳会関連 

•  竹取り・流しそうめん製作支援、博物館での竹クラフト WS、認知症施設での催し

支援。 

•  「天空の里」ちょうちょの観察会（今月 27日）。 

 

７．絆の会：7/16から１Fにカフェ出店予定（準備進行中）。 

 

８．西敬寺行事 



•  8/15（終戦記念日）全戦没者追悼法要（南堀・朝陽駅近郊の寺院） 

•  11:00〜12:00 鐘つき（交代で自由参加）。 

•  振る舞い：流しそうめん（暑熱により調整の可能性あり）、かき氷は毎年実施。 

•  子ども向け平和学習の機会提供 

 

９．夏休み学習会（検討中） 

•  対象寺院例：本願寺長野別院、南高田・西光寺等。 

•  内容：エアコンの効いた庫裏開放、元教員の住職による学習サポート。詳細は追

って告知。 

 

１０．事務局より 

•  6/20（土）社協助成金・ささえあい応援金公開審査会 

3団体登壇予定。会場にコーヒーボランティアあり。 

• 次回月例情報市場 

第 3水曜・19:00～ふれあい福祉センター４F 

 

１１．木賣さんより 

6/4～14福島・山形・宮城へ震災から 15年後を体感しに訪問。南相馬、富岡町、丸森町は令和元

年台風 19号で甚大な被害を受けた。過疎化３万人弱→1.1万人を切った。 

富岡は原発の近く。いわきに分院を作った。サードプレイスづくりが重要。 

半年に 1回集まった場所にお手伝い。居場所が大事だと考えている。 

情報市場もサードプレイスになっているので、次回も足を運んでほしい。 

 


